
外部 VRF接続とルートリークの設定

この章は、次の内容で構成されています。

•外部 VRF接続の設定（1ページ）
•ルートリークの設定（20ページ）

外部 VRF接続の設定

VXLAN BGP EVPNファブリックの外部レイヤ 3接続について
VXLAN BGP EVPNファブリックは、外部接続を実現するために VRF単位の IPルーティング
を使用して拡張できます。レイヤ3拡張に使用されるアプローチは一般にVRFLiteと呼ばれ、
機能自体はより正確に Inter-ASオプション Aまたはバックツーバック VRF接続として定義さ
れます。

VXLAN BGP EVPN - VRF-lite brief

いくつかのポインタを次に示します。

• VXLAN BGP EVPNファブリックを次の図の左側に示します。

•ファブリック内のルートは、すべてのエッジデバイス（VTEP）とルートリフレクタの間
で交換されます。使用されるコントロールプレーンは、EVPNアドレスファミリを持つ
MP-BGPです。

•ボーダーノードとして機能するエッジデバイス（VTEP）は、外部ルータ（ER）にプレ
フィックスを渡すように設定されます。これは、MP-BGP EVPNから IPv4/IPv6 VRFピア
リングにプレフィックスをエクスポートすることによって実現されます。

• VRF単位のピアリングには、さまざまなルーティングプロトコルを使用できます。eBGP
は最適なプロトコルですが、OSPF、IS-IS、EIGRPなどのIGPは活用できますが、再配布が
必要です。
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図 1 : VRF-Liteを使用したレイヤ 3外部接続

外部 VRF接続とルートリークの注意事項と制約事項

VXLAN BGP EVPNファブリックの外部レイヤ 3接続には、次のガイドラインと制限事項が適
用されます。

• Cisco Nexus 96136YC-Rおよび 9636C-RXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504およ
び 9508プラットフォームスイッチのサポートが追加されました。

•物理レイヤ 3インターフェイス（親インターフェイス）は、外部レイヤ 3接続（つまり、
VRFデフォルト）に使用できます。

•複数のサブインターフェイスへの親インターフェイスは、外部レイヤ 3接続（つまり、
VRFデフォルトのEthernet1/1）には使用できません。代わりにサブインターフェイスを使
用できます。

• CiscoNX-OSRelease 9.3(5)以降では、サブインターフェイスが設定されている場合、VTEP
は親インターフェイス上で VXLANカプセル化トラフィックをサポートします。

• VTEPは、VRF参加または IEEE 802.1Qカプセル化に関係なく、サブインターフェイスを
介した VXLANカプセル化トラフィックをサポートしません。

• VXLAN VLANと非 VXLAN VLANのサブインターフェイスの混在はサポートされていま
せん。

VRF-Lite用 eBGPを使用した VXLAN BGP EVPNの設定

BGPを使用した VXLANルーティングおよび外部接続用の VRFの設定

ボーダーノードで VRFを設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number
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4. rd {auto | rd}
5. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
6. route-target both {auto | rt}
7. route-target both {auto | rt} evpn

8. すべての L3VNIに対してステップ 1〜7を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。VRFに関連付けられたVNIは、
多くの場合、レイヤ 3 VNI、L3VNI、または L3VPN

vni numberステップ 3

と呼ばれます。L3VNIは、参加するVTEP間で共通
の識別子として設定されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。RDは、
L3VNI内の VTEPを一意に識別します。RDを入力

rd {auto | rd}ステップ 4

する場合は、以下の形式がサポートされています。

ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NN。

IPv4または IPv6ユニキャストアドレスファミリを
設定します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicastステップ 5

IPv4プレフィックスのインポートおよびエクスポー
トのルートターゲット（RT）を設定します。RT

route-target both {auto | rt}ステップ 6

は、VRF単位のプレフィックスインポート/エクス
ポートポリシーに使用されます。RTを入力する場
合は、ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NNの形
式がサポートされます。非対称VNIをサポートする
には、手動で設定された RTが必要です。

IPv4プレフィックスのインポートおよびエクスポー
トのルートターゲット（RT）を設定します。RT

route-target both {auto | rt} evpnステップ 7

は、VRF単位のプレフィックスインポート/エクス
ポートポリシーに使用されます。RTを入力する場
合は、ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NNの形
式がサポートされます。非対称VNIをサポートする
には、手動で設定された RTが必要です。

すべての L3VNIに対してステップ 1〜7を繰り返し
ます。

ステップ 8

外部 VRF接続とルートリークの設定
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ボーダーノードでの L3VNIのファブリック側 VLANおよび SVIの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. vlan number

3. vn-segment number

4. interface vlan-number

5. mtu value

6. vrf member vrf-name

7. ip forward
8. no ip redirects
9. ipv6 ip-address

10. no ipv6 redirects

11. すべての L3VNIに対してステップ 2〜10を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを入力します。configure terminalステップ 1

L3VNIに使用される VLAN IDを指定します。vlan numberステップ 2

L3VNIを VXLAN EVPNルーティング用の VLAN
にマッピングします。

vn-segment numberステップ 3

VXLAN EVPNルーティングの SVI（スイッチ仮想
インターフェイス）を指定します。

interface vlan-numberステップ 4

L3VNIのMTUを指定します。mtu valueステップ 5

一致する VRFコンテキストに SVIをマッピングし
ます。

vrf member vrf-nameステップ 6

L3VNIの IPv4転送を有効にします。ip forwardステップ 7

ICMPリダイレクトを無効化します。no ip redirectsステップ 8

L3VNIの IPv6転送を有効にします。ipv6 ip-addressステップ 9

ICMPv6リダイレクトを無効化します。no ipv6 redirectsステップ 10

すべての L3VNIに対してステップ 2〜10を繰り返
します。

ステップ 11

外部 VRF接続とルートリークの設定
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ボーダーノードでの VTEPの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. interface nve1
3. member vni vni associate-vrf
4.

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

NVEインターフェイスを設定します。interface nve1ステップ 2

レイヤ 3 VNIを、テナント VRFごとに 1つずつ、
オーバーレイに追加します。

member vni vni associate-vrfステップ 3

すべての L3VNIに対してステップ 3を繰り返しま
す。

ステップ 4

IPv4 VRFごとのピアリングのためのボーダーノードでの BGP VRFインスタンスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. maximum-paths ibgp number

7. maximum-paths number

8. neighbor address remote-as number

9. update-source type/id

10. address-family ipv4 unicast

11. IPv4の外部接続を必要とするすべての L3VNIに対して、ステップ 3〜10を繰り返しま
す。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

BGPを設定します。autonomous-system-numberの範
囲は 1〜4294967295です。

router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。1〜64の数値の範囲。デフォ
ルトは 1です。

maximum-paths ibgp numberステップ 6

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 7

eBGPネイバーの IPv4アドレスおよびリモート自
律システム（AS）番号を定義します。

neighbor address remote-as numberステップ 8

eBGPピアリングのインターフェイスを定義しま
す。

update-source type/idステップ 9

IPv4プレフィックス交換の IPv4アドレスファミリ
をアクティブにします。

address-family ipv4 unicastステップ 10

IPv4の外部接続を必要とするすべての L3VNIに対
して、ステップ 3〜10を繰り返します。

ステップ 11

IPv6 VRFごとのピアリングのためのボーダーノードでの BGP VRFインスタンスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv6 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. maximum-paths ibgp number

7. maximum-paths number

8. neighbor address remote-as number

9. update-source type/id

10. address-family ipv6 unicast

11. IPv6の外部接続を必要とするすべての L3VNIに対して、ステップ 3〜ステップ 10を繰
り返します。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv6 unicastステップ 4

IPv6アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 6

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 7

eBGPネイバーの IPv6アドレスおよびリモート自
律システム（AS）番号を定義します。

neighbor address remote-as numberステップ 8

eBGPピアリングのインターフェイスを定義しま
す。

update-source type/idステップ 9

IPv6のアドレスファミリを設定します。address-family ipv6 unicastステップ 10

IPv6の外部接続を必要とするすべての L3VNIに対
して、ステップ 3〜ステップ 10を繰り返します。

ステップ 11

VRFごとのピアリングのボーダーノードでのサブインターフェイスインスタンスの設定-バージョン1

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type/id

3. no switchport
4. no shutdown
5. exit
6. interface type/id

7. encapsulation dot1q number

8. vrf member vrf-name

9. ip address address

10. no shutdown

11. VRF単位のピアリングごとに、ステップ 5〜9を繰り返します。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

親インターフェイスを設定します。interface type/idステップ 2

インターフェイスでレイヤ 2スイッチングモード
を無効にします。

no switchportステップ 3

親インターフェイスを起動します。no shutdownステップ 4

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 5

サブインターフェイスインスタンスを定義します。interface type/idステップ 6

サブインターフェイスの VLAN IDを設定します。
number引数には、1〜3967の値を指定できます。

encapsulation dot1q numberステップ 7

一致する VRFコンテキストにサブインターフェイ
スをマッピングします。

vrf member vrf-nameステップ 8

サブインターフェイスに IPアドレスを設定する。ip address addressステップ 9

サブインターフェイスを起動します。no shutdownステップ 10

VRF単位のピアリングごとに、ステップ 5〜9を繰
り返します。

ステップ 11

VXLAN BGP EVPN -デフォルト接続、外部接続のルートフィルタリング

外部接続のデフォルトルーティングの設定について

VXLANBGPEVPNファブリックへのデフォルトルートアドバタイズメントでは、ファブリッ
クにアドバタイズされるデフォルトルートがファブリックの外部に同時にアドバタイズされな

いようにする必要があります。この場合、このような事態を防ぐルートフィルタリングが必要

です。

ボーダーノード VRFでのデフォルトルートの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. ip route 0.0.0.0/0 next-hop

4. ipv6 route 0::/0 next-hop

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

IPv4デフォルトルートを設定します。ip route 0.0.0.0/0 next-hopステップ 3

IPv6デフォルトルートを設定します。ipv6 route 0::/0 next-hopステップ 4

IPv4/IPv6デフォルトルートアドバタイズメントのボーダーノードでの BGP VRFインスタンスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. network 0.0.0.0/0
6. address-family ipv6 unicast
7. network 0::/0
8. neighbor addressremote-as number

9. update-source type/id

10. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
11. route-map name out

12. デフォルトルートフィルタリングによる外部接続を必要とするすべての L3VNIに対し
て、ステップ 3〜ステップ 11を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定しま
す。IPv4アンダーレイを使用した IPv6 overVXLAN
に必要です。

address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4デフォルトルートネットワークステートメン
トを作成しています。

network 0.0.0.0/0ステップ 5

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPv6ユニキャストアドレスファミリを設定しま
す。

address-family ipv6 unicastステップ 6

IPv6デフォルトルートネットワークステートメン
トを作成しています。

network 0::/0ステップ 7

eBGPネイバーの IPv4アドレスおよびリモート自
律システム（AS）番号を定義します。

neighbor addressremote-as numberステップ 8

eBGPピアリングのインターフェイスを定義するupdate-source type/idステップ 9

IPv4/IPv6プレフィックス交換の IPv4または IPv6
アドレスファミリをアクティブにします。

address-family {ipv4 | ipv6} unicastステップ 10

出力ルートフィルタリング用のルートマップを付

加します。

route-map name outステップ 11

デフォルトルートフィルタリングによる外部接続

を必要とするすべての L3VNIに対して、ステップ
3〜ステップ 11を繰り返します。

ステップ 12

IPv4デフォルトルートアドバタイズメントのルートフィルタリングの設定

IPv4デフォルトルートアドバタイズメントのルートフィルタリングを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0
3. route-map name deny 10
4. match ip address prefix-list name

5. route-map name permit 1000

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

デフォルトルートフィルタリングの IPv4プレフィッ
クスリストを設定します。

ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0ステップ 2

外部接続を介してアドバタイズされるデフォルト

ルートを防止するために、先行するdenyステートメ
ントを使用してルートマップを作成します。

route-map name deny 10ステップ 3

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

default-routeを含む IPv4プレフィックスリストと照
合します。

match ip address prefix-list nameステップ 4

外部接続を介して一致しないルートをアドバタイズ

する末尾の allowステートメントを使用してルート
マップを作成します。

route-map name permit 1000ステップ 5

IPv6デフォルトルートアドバタイズメントのルートフィルタリングの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. ipv6 prefix-list name seq 5 permit 0::/0
3. route-map name deny 10
4. match ipv6 address prefix-list name

5. route-map name permit 1000

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

デフォルトルートフィルタリングの IPv6プレフィッ
クスリストを設定します。

ipv6 prefix-list name seq 5 permit 0::/0ステップ 2

外部接続を介してアドバタイズされるデフォルト

ルートを防止するために、先行するdenyステートメ
ントを使用してルートマップを作成します。

route-map name deny 10ステップ 3

default-routeを含む IPv6プレフィックスリストと照
合します。

match ipv6 address prefix-list nameステップ 4

外部接続を介して一致しないルートをアドバタイズ

する末尾の allowステートメントを使用してルート
マップを作成します。

route-map name permit 1000ステップ 5

デフォルトルート配布およびホストルートフィルタの設定について

デフォルトでは、VXLAN BGP EVPNファブリックは外部接続を介してすべての既知のルート
を常にアドバタイズします。すべての状況で IPv4/32または IPv6/128のホストルートをアドバ
タイズすることは有益ではないため、それぞれのルートフィルタリングアプローチが必要に

なることがあります。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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IPv4/IPv6ホストルートフィルタリングのためのボーダーノードでの BGP VRFインスタンスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. neighbor address remote-as number

5. update-source type/id

6. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
7. route-map name out

8. ホストルートフィルタリングを使用した外部接続を必要とするすべてのL3VNIに対して、
ステップ 3〜7を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

eBGPネイバーの IPv4/IPv6アドレスとリモート自律
システム（AS）番号を定義します。

neighbor address remote-as numberステップ 4

eBGPピアリングのインターフェイスを定義します。update-source type/idステップ 5

IPv4/IPv6プレフィックス交換の IPv4または IPv6ア
ドレスファミリをアクティブにします。

address-family {ipv4 | ipv6} unicastステップ 6

出力ルートフィルタリング用のルートマップを付

加します。

route-map name outステップ 7

ホストルートフィルタリングを使用した外部接続

を必要とするすべてのL3VNIに対して、ステップ 3
〜7を繰り返します。

ステップ 8

IPv4ホストルートアドバタイズメントのルートフィルタリングの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0 eq 32
3. route-map name deny 10
4. match ip address prefix-list name

5. route-map name permit 1000

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

ホストルートフィルタリング用の IPv4プレフィッ
クスリストを設定します。

ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0 eq 32ステップ 2

外部接続を介してアドバタイズされるデフォルト

ルートを防止するために、先行するdenyステートメ
ントを使用してルートマップを作成します。

route-map name deny 10ステップ 3

host-routeを含む IPv4プレフィックスリストと照合
します。

match ip address prefix-list nameステップ 4

外部接続を介して一致しないルートをアドバタイズ

する末尾の allowステートメントを使用してルート
マップを作成します。

route-map name permit 1000ステップ 5

IPv6ホストルートアドバタイズメントのルートフィルタリングの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. ipv6 prefix-list name seq 5 permit 0::/0 eq 128
3. route-map name deny 10
4. match ipv6 address prefix-list name

5. route-map name permit 1000

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

ホストルートフィルタリング用の IPv4プレフィッ
クスリストを設定します。

ipv6 prefix-list name seq 5 permit 0::/0 eq 128ステップ 2

外部接続を介してアドバタイズされるデフォルト

ルートを防止するために、先行するdenyステートメ
ントを使用してルートマップを作成します。

route-map name deny 10ステップ 3

host-routeを含む IPv4プレフィックスリストと照合
します。

match ipv6 address prefix-list nameステップ 4

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

外部接続を介して一致しないルートをアドバタイズ

する末尾の allowステートメントを使用してルート
マップを作成します。

route-map name permit 1000ステップ 5

例：VRF-Liteの eBGPを使用した VXLAN BGP EVPNの設定

VXLAN BGP EVPNから VRF-Liteを使用した外部ルータへの外部接続の例。

VXLAN BGP EVPNボーダーノードの設定

VXLAN BGP EVPNボーダーノードは、外部ルータのネイバーデバイスとして機能します。
VRF名は純粋にローカライズされており、外部ルータの VRF名と異なる場合があります。重
要な点は、L3VNIが VXLAN BGP EVPNファブリック全体で一貫している必要があることで
す。読みやすくするために、VRFとインターフェイスの列挙が一貫して使用されます。

設定例は、IPv4と IPv6のデュアルスタックアプローチを表しています。 IPv4または IPv6は
相互に置き換えることができます。

vrf context myvrf_50001
vni 50001
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn

address-family ipv6 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn

!
vlan 2000
vn-segment 50001

!
interface Vlan2000
no shutdown
mtu 9216
vrf member myvrf_50001
no ip redirects
ip forward
ipv6 address use-link-local-only
no ipv6 redirects

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 50001 associate-vrf

!
router bgp 65002
vrf myvrf_50001
router-id 10.2.0.6
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

address-family ipv6 unicast
advertise l2vpn evpn
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

外部 VRF接続とルートリークの設定
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neighbor 10.31.95.95
remote-as 65099
address-family ipv4 unicast

neighbor 2001::95/64
remote-as 65099
address-family ipv4 unicast

!
interface Ethernet1/3
no switchport
no shutdown

interface Ethernet1/3.2
encapsulation dot1q 2
vrf member myvrf_50001
ip address 10.31.95.31/24
ipv6 address 2001::31/64
no shutdown

外部接続でのデフォルトルート、ルートフィルタリングの設定

VXLAN BGP EVPNボーダーノードは、ファブリック内で IPv4および IPv6デフォルトルート
をアドバタイズできます。VXLANBGPEVPNファブリックから外部ルータにホストルートを
アドバタイズすることが有益でない場合は、これらの IPv4/32および IPv6/128を外部接続ピア
リング設定でフィルタリングできます。

ip prefix-list default-route seq 5 permit 0.0.0.0/0 le 1
ipv6 prefix-list default-route-v6 seq 5 permit 0::/0
!
ip prefix-list host-route seq 5 permit 0.0.0.0/0 eq 32
ipv6 prefix-list host-route-v6 seq 5 permit 0::/0 eq 128
!
route-map extcon-rmap-filter deny 10
match ip address prefix-list default-route

route-map extcon-rmap-filter deny 20
match ip address prefix-list host-route

route-map extcon-rmap-filter permit 1000
!
route-map extcon-rmap-filter-v6 deny 10
match ipv6 address prefix-list default-route-v6

route-map extcon-rmap-filter-v6 deny 20
match ip address prefix-list host-route-v6

route-map extcon-rmap-filter-v6 permit 1000
!
vrf context myvrf_50001
ip route 0.0.0.0/0 10.31.95.95
ipv6 route 0::/0 2001::95/64

!
router bgp 65002
vrf myvrf_50001
address-family ipv4 unicast
network 0.0.0.0/0

address-family ipv6 unicast
network 0::/0

neighbor 10.31.95.95
remote-as 65099
address-family ipv4 unicast
route-map extcon-rmap-filter out

neighbor 2001::95/64
remote-as 65099
address-family ipv4 unicast
route-map extcon-rmap-filter-v6 out

外部 VRF接続とルートリークの設定
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外部ルータの設定

外部ルータは、VXLAN BGP EVPNボーダーノードのネイバーデバイスとして機能します。
VRF名は純粋にローカライズされており、VXLAN BGP EVPNファブリックの VRF名とは異
なる場合があります。読みやすくするために、VRFとインターフェイスの列挙が一貫して使用
されます。

設定例は、IPv4と IPv6のデュアルスタックアプローチを表しています。 IPv4または IPv6は
相互に置き換えることができます。

vrf context myvrf_50001
!
router bgp 65099
vrf myvrf_50001
address-family ipv4 unicast
maximum-paths 2

address-family ipv6 unicast
maximum-paths 2

neighbor 10.31.95.31
remote-as 65002
address-family ipv4 unicast

neighbor 2001::31/64
remote-as 65002
address-family ipv4 unicast

!
interface Ethernet1/3
no switchport
no shutdown

interface Ethernet1/3.2
encapsulation dot1q 2
vrf member myvrf_50001
ip address 10.31.95.95/24
Ipv6 address 2001::95/64
no shutdown

VRF-Lite用の OSPFを使用した VXLAN BGP EVPNの設定

OSPFを使用した VXLANルーティングおよび外部接続用の VRFの設定

OSPF VRFごとのピアリング用に、ボーダーノードで BGP VRFインスタンスを設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. maximum-paths ibgp number

7. redistribute ospf name route-map name

8. VRF単位のピアリングごとに、ステップ 3〜7を繰り返します。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4アドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 4

アドレスファミリ内のEVPNルートのアドバタイズ
メントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 6

OSPFから BGPへの再配布を定義します。redistribute ospf name route-map nameステップ 7

VRF単位のピアリングごとに、ステップ 3〜7を繰
り返します。

ステップ 8

BGPから OSPFへの再配布のルートマップの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map name permit 10
3. match route-type internal

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPからOSPFへの再配布のためのルートマップの作
成

route-map name permit 10ステップ 2

VXLAN BGP EVPNファブリックで iBGPが使用さ
れている場合は、再配布ルートマップで BGP内部
ルートタイプの一致を許可する必要があります。

match route-type internalステップ 3

外部 VRF接続とルートリークの設定
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VRF単位のピアリングのためのボーダーノードでの OSPFの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance

3. vrf vrf-name

4. redistribute bgp autonomous-system-number route-map name

5. VRF単位のピアリングごとに、ステップ 3〜4を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

OSPFを設定します。router ospf instanceステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

BGPから OSPFへの再配布を定義します。redistribute bgp autonomous-system-number route-map
name

ステップ 4

VRF単位のピアリングごとに、ステップ 3〜4を繰
り返します。

ステップ 5

VRFごとのピアリングのボーダーノードでのサブインターフェイスインスタンスの設定-バージョン2

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type/id

3. no switchport
4. no shutdown
5. exit
6. interface type/id

7. encapsulation dot1q number

8. vrf member vrf-name

9. ip address address

10. ip ospf network point-to-point
11. ip router ospf name area area-id

12. no shutdown

13. VRF単位のピアリングごとに、ステップ 5〜12を繰り返します。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

親インターフェイスを設定します。interface type/idステップ 2

インターフェイスでレイヤ 2スイッチングモード
を無効にします。

no switchportステップ 3

親インターフェイスを起動します。no shutdownステップ 4

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exitステップ 5

サブインターフェイスインスタンスを定義します。interface type/idステップ 6

サブインターフェイスの VLAN IDを設定します。
範囲は 2～ 4093です。

encapsulation dot1q numberステップ 7

一致する VRFコンテキストにサブインターフェイ
スをマッピングします。

vrf member vrf-nameステップ 8

サブインターフェイスに IPアドレスを設定する。ip address addressステップ 9

サブインターフェイスの OSPFネットワークタイ
プを定義します。

ip ospf network point-to-pointステップ 10

OSPFインスタンスを設定します。ip router ospf name area area-idステップ 11

サブインターフェイスを起動します。no shutdownステップ 12

VRF単位のピアリングごとに、ステップ 5〜12を
繰り返します。

ステップ 13

例：VRF-Liteの OSPFを使用した VXLAN BGP EVPNの設定

VXLAN BGP EVPNから VRF-Liteを使用した外部ルータへの外部接続の例。

OSPFを使用した VXLAN BGP EVPNボーダーノードの設定

VXLAN BGP EVPNボーダーノードは、外部ルータのネイバーデバイスとして機能します。
VRF名は純粋にローカライズされており、外部ルータの VRF名と異なる場合があります。重
要な点は、L3VNIが VXLAN BGP EVPNファブリック全体で一貫している必要があることで
す。読みやすくするために、VRFとインターフェイスの列挙が一貫して使用されます。

設定例は、OSPFv2を使用した IPv4アプローチを示しています。
route-map extcon-rmap-BGP-to-OSPF permit 10
match route-type internal

route-map extcon-rmap-OSPF-to-BGP permit 10

外部 VRF接続とルートリークの設定
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!
vrf context myvrf_50001
vni 50001
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn

!
vlan 2000
vn-segment 50001

!
interface Vlan2000
no shutdown
mtu 9216
vrf member myvrf_50001
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 50001 associate-vrf

!
router bgp 65002
vrf myvrf_50001
router-id 10.2.0.6
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2
redistribute ospf EXT route-map extcon-rmap-OSPF-to-BGP

!
router ospf EXT
vrf myvrf_50001
redistribute bgp 65002 route-map extcon-rmap-BGP-to-OSPF

!
interface Ethernet1/3
no switchport
no shutdown

interface Ethernet1/3.2
encapsulation dot1q 2
vrf member myvrf_50001
ip address 10.31.95.31/24
ip ospf network point-to-point
ip router ospf EXT area 0.0.0.0
no shutdown

ルートリークの設定

VXLAN BGP EVPNファブリックの一元管理型 VRFルートリークについ
て

VXLANBGP EVPNは、MP-BGPとそのルートポリシーの概念を使用して、プレフィックスを
インポートおよびエクスポートします。この非常に広範なルートポリシーモデルの機能によ

り、ある VRFから別の VRFへ、またはその逆にルートをリークできます。カスタム VRFま

外部 VRF接続とルートリークの設定
20

外部 VRF接続とルートリークの設定

ルートリークの設定



たはVRFデフォルトの任意の組み合わせを使用できます。VRFルートリークは、クロスVRF
ルートターゲットのインポート/エクスポート設定が行われる（リークポイント）ネットワー
ク内の特定の場所でのスイッチローカル機能です。異なるVRF間の転送は、コントロールプ
レーン、つまり、ルートリークの設定が実行される場所、つまり集中型 VRFルートリークに
従います。VXLAN BGP EVPNの追加により、漏出ポイントはクロス VRFインポート/エクス
ポートされたルートをアドバタイズし、それらをリモートVTEPまたは外部ルータにアドバタ
イズする必要があります。

中央集中型 VRFルートリークの利点は、リークポイントとして機能する VTEPだけが必要な
特別な機能を必要とすることです。一方、ネットワーク内の他のすべてのVTEPはこの機能に
対して中立です。

集中管理型 VRFルートリークの注意事項と制約事項
次に、集中管理型VRFルートリークのガイドラインと制限事項を示します。

•完全なクロス VRF到達可能性を得るには、各プレフィックスを各 VRFにインポートする
必要があります。

• feature bgpコマンドには export vrf defaultコマンドが必要です。

• VTEPの VRFに特定性の低いローカルプレフィックスがある場合、VTEPは異なる VRF
の特定性の高いプレフィックスに到達できない可能性があります。

•ハードウェアでのVXLANルーティングおよびVTEPでのパケット再カプセル化は、BGP
EVPNを使用した集中管理型 VRFルートリークに必要です。

• Cisco NX-OS Release 9.3(5)以降では、非対称 VNIを使用して集中管理型 VRFルートリー
クをサポートします。詳細については、「ダウンストリームVNIを使用したVXLANEVPN
に関する情報」を参照してください。

一元管理型 VRFルートリークブリーフ：カスタム VRF間の特定のプ
レフィックス

いくつかのポインタを次に示します。

• VXLAN BGP EVPNファブリックの中央集中型 VRFルートリークを図2に示します。

• BGP EVPNプレフィックスは、VRF Redにインポートして VRF Blueからエクスポートし
たり、その逆にエクスポートしたりすると、クロス VRFリークが発生します。中央集中
型 VRFルートリークは中央集中型ルーティングブロック（RBL）で実行され、任意のま
たは複数の VTEPになります。

•設定された特定性の低いプレフィックス（集約）は、ルーティングブロックからそれぞれ
の宛先 VRFの残りの VTEPにアドバタイズされます。

• BGPEVPNは、ルーティングループの発生を防ぐために以前にインポートされたプレフィッ
クスをエクスポートしません。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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図 2 :中央集中型 VRFルートリーク：カスタム VRFによる特定のプレフィックス

一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRF間の特定のプレ
フィックス

ルーティングブロック VTEPでの VRFコンテキストの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. rd auto
5. address-family ipv4 unicast
6. route-target both {auto | rt}
7. route-target both {auto | rt} evpn
8. route-target import rt-from-different-vrf

9. route-target import rt-from-different-vrf evpn

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。vni numberステップ 3

VRFに関連付けられている VNIは、多くの場合、
レイヤ 3 VNI、L3VNI、または L3VPNと呼ばれま
す。L3VNIは、参加する VTEP間で共通の IDとし
て設定されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。RDは、
L3VNI内の VTEPを一意に識別します。

rd autoステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 5

IPv4プレフィックスのインポートおよびエクスポー
トのルートターゲット（RT）を設定します。RT

route-target both {auto | rt}ステップ 6

は、VRF単位のプレフィックスインポート/エクス
ポートポリシーに使用されます。RTを入力する場
合は、ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NNの形
式がサポートされます。非対称VNIをサポートする
には、手動で設定された RTが必要です。

IPv4プレフィックスのインポートおよびエクスポー
トのルートターゲット（RT）を設定します。RT

route-target both {auto | rt} evpnステップ 7

は、VRF単位のプレフィックスインポート/エクス
ポートポリシーに使用されます。RTを入力する場
合は、ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NNの形
式がサポートされます。非対称VNIをサポートする
には、手動で設定された RTが必要です。

leaked-fromVRFから IPv4プレフィックスをインポー
トするように RTを設定します。サポートされる形
式：ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NN

route-target import rt-from-different-vrfステップ 8

leaked-fromVRFから IPv4プレフィックスをインポー
トするように RTを設定します。サポートされる形
式：ASN2:NN、ASN4:NN、または IPV4:NN

route-target import rt-from-different-vrf evpnステップ 9

ルーティングブロックでの BGP VRFインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. aggregate-address prefix/mask

7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリの設定address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

宛先VRFに特定性の低いプレフィックス集約を作成
します。

aggregate-address prefix/maskステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化

maximum-paths numberステップ 8

例：一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRF間の特定のプレフィックス

VXLAN BGP EVPNルーティングブロックの設定

VXLAN BGP EVPNルーティングブロックは、集中型ルートリークポイントとして機能しま
す。漏洩設定は、コントロールプレーンの漏洩とデータパスの転送が同じパスをたどるように

ローカライズされます。最も重要なのは、ルーティングブロックの VRF設定と、それぞれの
宛先 VRFへの特定性の低いプレフィックス（集約）のアドバタイズメントです。
vrf context Blue
vni 51010
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn

外部 VRF接続とルートリークの設定
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route-target import 65002:51020
route-target import 65002:51020 evpn

!
vlan 2110
vn-segment 51010

!
interface Vlan2110
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
vrf context Red
vni 51020
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target import 65002:51010
route-target import 65002:51010 evpn

!
vlan 2120
vn-segment 51020

!
interface Vlan2120
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 51010 associate-vrf
member vni 51020 associate-vrf

!
router bgp 65002
vrf Blue
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
aggregate-address 10.20.0.0/16
maximum-paths ibgp 2
Maximum-paths 2

vrf Red
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
aggregate-address 10.10.0.0/16
maximum-paths ibgp 2
Maximum-paths 2

中央集中型 VRFルートリークブリーフ：カスタム VRFによる共有インターネット

次に、いくつかのポインタを示します。

• VXLAN BGP EVPNファブリックの VRFルートリークを使用した共有インターネットを
次の図に示します。

•デフォルトルートは共有インターネットVRFからエクスポートされ、ボーダーノードの
VRF Blueおよび VRF Red内で再アドバタイズされます。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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• VRF Blueおよび VRF Redのデフォルトルートが共有インターネット VRFにリークされ
ていないことを確認します。

• VRF BlueおよびVRF Redの限定的でないプレフィックスは、共有インターネットVRFに
エクスポートされ、必要に応じて再アドバタイズされます。

•境界ノードから残りのVTEPに宛先VRF（青または赤）にアドバタイズされる、より具体
性の低いプレフィックス（集約）。

• BGPEVPNは、ルーティングループの発生を防ぐために以前にインポートされたプレフィッ
クスをエクスポートしません。

図 3 :中央集中型 VRFルートリーク：カスタム VRFによる共有インターネット

一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRFによる共有イン
ターネット

ボーダーノードでのインターネット VRFの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

外部 VRF接続とルートリークの設定
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3. vni number

4. ip route 0.0.0.0/0 next-hop

5. rd auto
6. address-family ipv4 unicast
7. route-target both {auto | rt}
8. route-target both shared-vrf-rt evpn

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。vni numberステップ 3

VRFに関連付けられている VNIは、多くの場合、
レイヤ 3 VNI、L3VNI、または L3VPNと呼ばれま
す。L3VNIは、参加する VTEP間で共通の IDとし
て設定されます。

外部ルータへの共有インターネットVRFのデフォル
トルートを設定します。

ip route 0.0.0.0/0 next-hopステップ 4

VRFのルート識別子（RD）を指定します。RDは、
L3VNI内の VTEPを一意に識別します。

rd autoステップ 5

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定します。
この設定は、IPv4アンダーレイを使用した IPv4over
VXLANに必要です。

address-family ipv4 unicastステップ 6

EVPNおよび IPv4プレフィックスのインポートおよ
びエクスポートのルートターゲット（RT）を設定

route-target both {auto | rt}ステップ 7

します。RTを入力する場合は、ASN2:NN、
ASN4:NN、または IPV4:NNの形式がサポートされ
ます。非対称VNIをサポートするには、手動で設定
された RTが必要です。

共有 IPv4プレフィックスのインポートおよびエクス
ポート用の特別なルートターゲット（RT）を設定し

route-target both shared-vrf-rt evpnステップ 8

ます。さらなる認定のための追加のインポート/エク
スポートマップがサポートされます。

ボーダーノードでの共有インターネット BGPインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. aggregate-address prefix/mask

7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリの設定address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

宛先VRFに特定性の低いプレフィックス集約を作成
します。

aggregate-address prefix/maskステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 8

ボーダーノードでのカスタム VRFの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0
3. route-map name deny 10
4. match ip address prefix-list name

5. route-map name permit 20

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

デフォルトルートフィルタリングの IPv4プレフィッ
クスリストを設定します。

ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0ステップ 2

default-routeがリークされるのを防ぐために、先行す
るdenyステートメントを使用してルートマップを作
成します。

route-map name deny 10ステップ 3

default-routeを含む IPv4プレフィックスリストと照
合します。

match ip address prefix-list nameステップ 4

ルートリークを介して一致しないルートをアドバタ

イズする後続のallowステートメントを使用してルー
トマップを作成します。

route-map name permit 20ステップ 5

ボーダーノードでのカスタム VRFコンテキストの設定 - 1

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. rd auto
5. ip route 0.0.0.0/0 Null0
6. address-family ipv4 unicast
7. route-target both {auto | rt}
8. route-target both {auto | rt} evpn
9. import map name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。VRFに関連付けられているVNI
は、多くの場合、レイヤ 3 VNI、L3VNI、または

vni numberステップ 3

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

L3VPNと呼ばれます。L3VNIは、参加する VTEP
間で共通の識別子として設定されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。RDは、
L3VNI内の VTEPを一意に識別します。

rd autoステップ 4

共通 VRFでデフォルトルートを設定し、共有イン
ターネットVRFを持つボーダーノードにトラフィッ
クを引き付けます。

ip route 0.0.0.0/0 Null0ステップ 5

IPv4アドレスファミリを設定します。この設定は、
IPv4アンダーレイを使用した IPv4 over VXLANに必
要です。

address-family ipv4 unicastステップ 6

IPv4アドレスファミリ内の IPv4プレフィックスの
インポートおよびエクスポート用のルートターゲッ

route-target both {auto | rt}ステップ 7

ト（RT）を設定します。RTは、VRF単位のプレ
フィックスインポート/エクスポートポリシーに使
用されます。RTを入力する場合は、ASN2:NN、
ASN4:NN、または IPV4:NNの形式がサポートされ
ます。非対称VNIをサポートするには、手動で設定
された RTが必要です。

IPv4アドレスファミリ内の IPv4プレフィックスの
インポートおよびエクスポート用のルートターゲッ

route-target both {auto | rt} evpnステップ 8

ト（RT）を設定します。RTは、VRF単位のプレ
フィックスインポート/エクスポートポリシーに使
用されます。RTを入力する場合は、ASN2:NN、
ASN4:NN、または IPV4:NNの形式がサポートされ
ます。非対称VNIをサポートするには、手動で設定
された RTが必要です。

このルーティングテーブルにインポートされるルー

トにルートマップを適用します。

import map nameステップ 9

ボーダーノードでの BGPでのカスタム VRFインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn

外部 VRF接続とルートリークの設定
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6. network 0.0.0.0/0
7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 4

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

IPv4デフォルトルートネットワークステートメン
トを作成しています。

network 0.0.0.0/0ステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 8

例：一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRFによる共有インターネット

共有インターネット VRFによる中央集中型 VRFルートリークの例

共有インターネット VRFの VXLAN BGP EVPNボーダーノードの設定

VXLAN BGP EVPNボーダーノードは、集中型共有インターネット VRFを提供します。漏出
設定は、コントロールプレーンの漏出とデータパス転送が同じパスをたどるようにローカラ

イズされます。最も重要な点は、ボーダーノードのVRF設定と、デフォルトルートと特定性
の低いプレフィックス（集約）をそれぞれの宛先 VRFにアドバタイズすることです。
vrf context Shared
vni 51099
ip route 0.0.0.0/0 10.9.9.1
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target both 99:99
route-target both 99:99 evpn

!
vlan 2199
vn-segment 51099

!

外部 VRF接続とルートリークの設定
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interface Vlan2199
no shutdown
mtu 9216
vrf member Shared
no ip redirects
ip forward

!
ip prefix-list PL_DENY_EXPORT seq 5 permit 0.0.0.0/0
!
route-map RM_DENY_IMPORT deny 10
match ip address prefix-list PL_DENY_EXPORT
route-map RM_DENY_IMPORT permit 20
!
vrf context Blue
vni 51010
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target both 99:99
route-target both 99:99 evpn
import map RM_DENY_IMPORT

!
vlan 2110
vn-segment 51010

!
interface Vlan2110
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
vrf context Red
vni 51020
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target both 99:99
route-target both 99:99 evpn
import map RM_DENY_IMPORT

!
vlan 2120
vn-segment 51020

!
interface Vlan2120
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 51099 associate-vrf
member vni 51010 associate-vrf
member vni 51020 associate-vrf

!
router bgp 65002

外部 VRF接続とルートリークの設定
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vrf Shared
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
aggregate-address 10.10.0.0/16
aggregate-address 10.20.0.0/16
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

vrf Blue
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

vrf Red
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

一元管理型 VRFルートリークブリーフ：VRFデフォルトでの共有インターネット

いくつかのポインタを次に示します。

• VXLANBGPEVPNファブリックのVRFルート漏洩を伴う共有インターネットを図 4に示
します。

• default-routeはVRFdefaultからエクスポートされ、ボーダーノードのVRFBlueおよびVRF
Red内で再アドバタイズされます。

• VRF Blueおよび VRF Redのデフォルトルートが共有インターネット VRFにリークされ
ていないことを確認します。

• VRF Blueおよび VRF Redの限定的でないプレフィックスは、VRFデフォルトにエクス
ポートされ、必要に応じて再アドバタイズされます。

•境界ノードから残りのVTEPに宛先VRF（青または赤）にアドバタイズされる、より具体
性の低いプレフィックス（集約）。

• BGPEVPNは、ルーティングループの発生を防ぐために以前にインポートされたプレフィッ
クスをエクスポートしません。

外部 VRF接続とルートリークの設定
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図 4 :中央集中型 VRFルートリーク：VRFデフォルトでの共有インターネット

一元管理型 VRFルートリークの設定：VRFデフォルトでの共有イン
ターネット

ボーダーノードでの VRFデフォルトの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip route 0.0.0.0/0 next-hop

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

外部 VRF接続とルートリークの設定
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目的コマンドまたはアクション

VRFのデフォルトルートを外部ルータに設定する
（例）

ip route 0.0.0.0/0 next-hopステップ 2

ボーダーノードでの VRFデフォルトの BGPインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system number

3. address-family ipv4 unicast
4. aggregate-address prefix/mask

5. maximum-paths number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system numberステップ 2

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 3

VRFのデフォルトで、より限定的なプレフィックス
集約を作成します。

aggregate-address prefix/maskステップ 4

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 5

ボーダーノードでのカスタム VRFの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0
3. route-map name deny 10
4. match ip address prefix-list name

5. route-map name permit 20

外部 VRF接続とルートリークの設定
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

デフォルトルートフィルタリングの IPv4プレフィッ
クスリストを設定します。

ip prefix-list name seq 5 permit 0.0.0.0/0ステップ 2

default-routeがリークされるのを防ぐために、先行す
るdenyステートメントを使用してルートマップを作
成します。

route-map name deny 10ステップ 3

default-routeを含む IPv4プレフィックスリストと照
合します。

match ip address prefix-list nameステップ 4

ルートリークを介して一致しないルートをアドバタ

イズする後続のallowステートメントを使用してルー
トマップを作成します。

route-map name permit 20ステップ 5

ボーダーノードでの VRFデフォルトから許可されるプレフィックスのフィルタの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map name permit 10

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

allowステートメントを使用してルートマップを作
成し、カスタマー VRFおよびその後のリモート

route-map name permit 10ステップ 2

VTEPにルートリークを介してルートをアドバタイ
ズします。

ボーダーノードでのカスタム VRFコンテキストの設定 - 2

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
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2. vrf context vrf-name

3. vni number

4. rd auto
5. ip route 0.0.0.0/0 Null0
6. address-family ipv4 unicast
7. route-target both {auto | rt}
8. route-target both {auto | rt} evpn
9. route-target both shared-vrf-rt

10. route-target both shared-vrf-rt evpn
11. import vrf default map name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VRFを設定します。vrf context vrf-nameステップ 2

VNIを指定します。VRFに関連付けられているVNI
は、多くの場合、レイヤ 3 VNI、L3VNI、または

vni numberステップ 3

L3VPNと呼ばれます。L3VNIは、参加する VTEP
間で共通の識別子として設定されます。

VRFのルート識別子（RD）を指定します。RDは、
L3VNI内の VTEPを一意に識別します。

rd autoステップ 4

共通VRFでデフォルトルートを設定し、共有イン
ターネットVRFを持つボーダーノードにトラフィッ
クを引き付けます。

ip route 0.0.0.0/0 Null0ステップ 5

IPv4アドレスファミリを設定します。この設定は、
IPv4アンダーレイを使用した IPv4 over VXLANに
必要です。

address-family ipv4 unicastステップ 6

IPv4アドレスファミリ内の EVPNおよび IPv4プレ
フィックスのインポートおよびエクスポート用の

route-target both {auto | rt}ステップ 7

ルートターゲット（RT）を設定します。RTを入
力する場合は、ASN2:NN、ASN4:NN、または
IPV4:NNの形式がサポートされます。非対称 VNI
をサポートするには、手動で設定されたRTが必要
です。

IPv4アドレスファミリ内の EVPNおよび IPv4プレ
フィックスのインポートおよびエクスポート用の

route-target both {auto | rt} evpnステップ 8

ルートターゲット（RT）を設定します。RTを入
力する場合は、ASN2:NN、ASN4:NN、または
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目的コマンドまたはアクション

IPV4:NNの形式がサポートされます。非対称 VNI
をサポートするには、手動で設定されたRTが必要
です。

共有 IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用の特別なルートターゲット（RT）を設定しま

route-target both shared-vrf-rtステップ 9

す。さらなる認定のための追加のインポート/エク
スポートマップがサポートされます。

共有 IPv4プレフィックスのインポート/エクスポー
ト用の特別なルートターゲット（RT）を設定しま

route-target both shared-vrf-rt evpnステップ 10

す。さらなる認定のための追加のインポート/エク
スポートマップがサポートされます。

VRFデフォルトからのすべてのルートが、特定の
ルートマップに従ってカスタムVRFにインポート
されることを許可します。

import vrf default map nameステップ 11

ボーダーノードでの BGPでのカスタム VRFインスタンスの設定

この手順は、IPv6にも同様に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise l2vpn evpn
6. network 0.0.0.0/0
7. maximum-paths ibgp number

8. maximum-paths number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

BGPを設定します。router bgp autonomous-system-numberステップ 2

VRFを指定します。vrf vrf-nameステップ 3

IPv4のアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicastステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリ内の EVPNルートのアドバ
タイズメントを有効にします。

advertise l2vpn evpnステップ 5

IPv4デフォルトルートネットワークステートメン
トを作成しています。

network 0.0.0.0/0ステップ 6

iBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths ibgp numberステップ 7

eBGPプレフィックスの等コストマルチパス
（ECMP）の有効化。

maximum-paths numberステップ 8

例：一元管理型 VRFルートリークの設定：カスタム VRFを使用した VRFデフォルト

VRFデフォルトによる中央集中型 VRFルートリークの例

VRFデフォルトの VXLAN BGP EVPNボーダーノードの設定

VXLANBGPEVPNボーダーノードは、VRFデフォルトへの集中型アクセスを提供します。漏
出設定は、コントロールプレーンの漏出とデータパス転送が同じパスをたどるようにローカ

ライズされます。最も重要な点は、ボーダーノードのVRF設定と、デフォルトルートと特定
性の低いプレフィックス（集約）をそれぞれの宛先 VRFにアドバタイズすることです。
ip route 0.0.0.0/0 10.9.9.1
!
ip prefix-list PL_DENY_EXPORT seq 5 permit 0.0.0.0/0
!
route-map permit 10
match ip address prefix-list PL_DENY_EXPORT
route-map RM_DENY_EXPORT permit 20
route-map RM_PERMIT_IMPORT permit 10
!
vrf context Blue
vni 51010
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf default map RM_PERMIT_IMPORT
export vrf default 100 map RM_DENY_EXPORT allow-vpn

!
vlan 2110
vn-segment 51010

!
interface Vlan2110
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
vrf context Red
vni 51020
ip route 0.0.0.0/0 Null0
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rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf default map RM_PERMIT_IMPORT
export vrf default 100 map RM_DENY_EXPORT allow-vpn

!
vlan 2120
vn-segment 51020

!
interface Vlan2120
no shutdown
mtu 9216
vrf member Blue
no ip redirects
ip forward

!
interface nve1
no shutdown
host-reachability protocol bgp
source-interface loopback1
member vni 51010 associate-vrf
member vni 51020 associate-vrf

!
router bgp 65002
address-family ipv4 unicast

aggregate-address 10.10.0.0/16
aggregate-address 10.20.0.0/16
maximum-paths 2
maximum-paths ibgp 2

vrf Blue
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

vrf Red
address-family ipv4 unicast
advertise l2vpn evpn
network 0.0.0.0/0
maximum-paths ibgp 2
maximum-paths 2

外部 VRF接続とルートリークの設定
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